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【トピックス】

リンクライブ

ユーザーの「本音」を集める画期的ツール
「ツッコミ」の分析からWebサイトの刷新を

リンクライブは2015年1月、Webサイト利用者のリアルな「本音」を収
集・分析するツール、「ONI Tsukkomi（鬼ツッコミ）」の提供を開始した。
ECや情報提供サイトなどを運営する事業者は、ツールの導入によりユーザー
の声を効率的に集め、Webサービスの改善を図ることができる。同社では、
従来の解析手法では読みきれなかったニーズを吸い上げる新しいソリュー
ションとして、いろいろな分野のサイトを対象に販売促進に力を入れていく。

「生の声」を直感的に把握
100万人から対象を抽出
インターネットのショッピングサ

イトや情報発信サイトでは、ユー

ザーを増やすためにさまざまなツー

ルや手法が活用されている。一般

的には、ページごとのアクセス数

や滞在時間、利用者の属性などを

対象に数値的な解析が行われるが、

利用者が感じた「感想」や「本音」

までを読み取るのは難しい。

リンクライブが開発した「ONI 

Tsukkomi」は、こうした課題に対

応するソリューションだ。サイト事

業者は、まずユーザーの感想を集め

たいWebページをリンクライブの

サーバに登録し、専用ページを設

定する。あとはモニターとなるユー

ザーをサイトに招き、「ツッコミ」と

いう形でツイートのような短文形式

の感想を書き込んでもらう。モニ

ターは、対象ページの中で「ツッコ

ミ」を入れたい場所をクリックして

から、ブラウザに表示される「ツッ

コミを入れる」のボタンを押し、「“買

い物かご”の位置が分かりづらい」

「写真が大きすぎてスクロールが面

倒」といった形でコメントを入力す

ればいい。

集まった「ツッコミ」は、サイト

事業者の管理画面上に、「付箋」の

ような形で一覧表示される（下写
真）。事業者側では、“サイトのどの
部分に対して、どのような属性の人

が、どう感じたか”が、直感的に把

握できるようになる。

なお、対象とするモニターは、自

社の会員組織や関係者、あるいは

全国にいる100万人規模の登録者

の中から、年齢や性別、居住地な

どの条件を細かく指定して抽出する

こともできる。

分析から行動までサポート
カード系事業者も有効活用を
「ONI Tsukkomi」の特長を、リ

ンクライブ 代表取締役社長の澤村

大輔氏はこう説明する。

「リアルな“本音”が簡単に回収

できるという、これまでになかった

斬新さがまず一つ。二つ目は、ユー

ザーが書き込んだ感想を分析し、具

体的なアクションに落とし込むまで

の機能を備えた点です」

例えば、管理画面では「ツッコミ」

を内容によってグルーピングし、重

要な指摘を「課題」として整理でき

る。それに対する「対応・非対応」

の設定や担当部署の指定なども容

易だ。

既存の企業内システムとの連携

も考慮している。

「例えば、『ONI Tsukkomi』で

整理した『課題』は、『Backlog』

などの汎用的なタスク管理ツールか

ら参照できます。また、グループ化

した『ツッコミ』の内容や集計値な

どは、表やグラフに自動成形して、

パワーポイント形式のファイルで出

力できます」（澤村氏）

導入時の負担が軽い点も特長だ。

「ツッコミ」の回収や分析など一連

の機能を使うには、自社のWebサー

バのプログラムに対して、コードを

1行追加するだけでいい。

料金体系は「ツッコミ」の回収方

法によって異なり、サイト事業者が

自社の会員組織や関係者などを対

象に自ら収集する形式は、当面は初

期費用、月額費用とも無料で試せる。

100万人のモニターを対象に条件

だけを指定し、「ONI Tsukkomi」

が自動回収するパターンは、「ツッ

コミ」をするユーザーが10人で4

万2,000円から。

今後の展開について澤村氏は、

「当面、ECサイトが中心ですが、カー

ド会社や生保損保など、Webで会

員獲得や販促を狙うところはすべて

対象なので、いろいろな分野の事

業者に提案したい」と話している。

リンクライブ 
代表取締役社長

澤村大輔氏

▲ユーザーがショッピングサイトに書き込んだ「ツッコミ」を俯瞰できる管理画面。一般のサイト
閲覧者からは、「ツッコミ」の存在は見えない。また、「ツッコミ」を書き込んだユーザーも他人の
書き込みは確認できない


